
　

　

ご家庭で消費しない食品をお持ちください！

実施会場および日時

中区栄一丁目23－13伏見ライフプラザ13階

環境学習センター（エコパルなごや）

毎月8日から14日までの午前9時30分から午後5時まで

ただし、環境学習センターの休館日である毎週月曜

（祝日の場合は翌平日）を除く

詳細は、下記アドレスにて覧ください。
　　http://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000096920.html

　　ご家庭で消費しない食品を集め、フードバンクを通じて、

地域の福祉団体や施設、生活に困っている人などに届けるフー

ドドライブを行っています。

「フードドライブ」とは、家庭で余っている食べ物を学校や職

場などに持ち寄りそれらをまとめて地域の福祉団体や施設、

フードバンクなどに寄付する活動です。

　・いただきものの詰め合わせを消費できない…

　・自分の口に合わないけれど、もったいなくて捨てられない

…

そんな家庭にあるけれど消費しない食品をお持ちください。

NPO・セカンドハーベスト名古屋を通じて生活に困っている方

に届けられます。

条件をご確認の上、直接、会場へお持ちください。

集める食品の条件（セカンドハーベスト名古屋基準）

　・包装や外装が破損していないもの

　・生鮮食品以外のもの

　・冷蔵・冷凍食品以外のもの

　・瓶詰めの食品でないもの

　・未開封のもの

　・賞味期限が明記されており、またそれが1か月以上先のもの

　・包装や外装を他のものに移し替えていないもの（お米は除く）

　・お米（特に現在不足しています）

　・缶詰（肉、魚、野菜、果物など）

　・インスタント・レトルト食品（カップ麺、カレーなど）

　・乾物（パスタ、うどん、蕎麦など）

　・ギフトパック（お歳暮、お中元等、贈答品の余剰など）

　・お菓子・調味料（食用油、醤油、味噌、砂糖など）

　・シリアル・飲料（ペットボトル飲料、缶ジュースなど）

　・フリーズドライ食品・嗜好品（コーヒーパック、お茶パックなど）

　・乳児用食品

お持ちいただきたい食品と飲料

平成 30 年 6 月（151号） 　　　　　≪ニュース・エコ≫　　　　　　　発行責任者 　小笠原　範明

〝クジャクサボテン〟が濃いピンク色の大きな
花を付けました。香りは無いもののその豪華さ
はシブヤの庭に咲く花の中では〝ボタン〟と双
璧です。
　親株に花が咲いたのを見て挿し木をして3年、ようやく花が咲きました。6月か
ら8月に根腐れとナメクジとの戦いに苦戦しながらも、株は大きく育ち、待望の花
を見ることが出来ました。今年も梅雨の季節、ナメクジとの戦いの始まりです。

　5月28日、九州北部と四国地方が梅雨入り宣言。東海地方の梅雨入りも早くなり

そうです。過去60年余りの統計を見ると梅雨入り時期は年々早くなる傾向にあるよ

うです。とは言ううものの自然が相手、昨年(2017年)の梅雨入りは6月21日、一昨

年(2016年)は6月4日と2週間以上の開きがあり、予想は難しく、当たらないという

のが本当のようです。

　3ヶ月予報によると例年に比べ雨の日が多いとのこと、現場や車でのスリップ事

故防止の注意をいつも以上に払ってください。蒸し暑さと急激な気温の上昇によ

り、熱中症の発生しやすい季節でもあります。十分な睡眠と水分補給に心掛け無事

故で梅雨の季節を乗りきりましょう。

　話しは変わって〝金魚〟。昨年5月に生まれた稚魚は ♪赤いベベ着た 可愛い金

魚♪ に17匹が育ち、11匹がやさしい里親に引き取られていきました。

　今年は昨年の経験から産卵床を沈め産卵を待ったところ、4月末に1回、5月に10

日程の間隔で3回の産卵があり千匹を超える稚魚が生まれたと思われます。生まれ

た限りは面倒見ようとは思うもののあまりの多さに先が見えません。

　人工飼料と狭い器での飼育ですので思うように育ちません。興味のある方は裏庭

を覗きに来て、よければ里親になって大きく育ててみませんか。

ドギーバッグ普及委員会では、自己

責任で持ち帰ることを店側に証明す

る「自己責任表明カード」の普及活

動などにより、飲食店や消費者に食

品衛生上のトラブルが生じないよう

呼びかけを行っています。

 <第4回>　　(政府広報オンラインより)／　(名古屋市・暮らしの情報より)

　外食の際量が多すぎて残してしまった場合には、持ち帰
りができるかどうか、お店に確認してみましょう（ただ
し、持ち帰ったら自己責任となりますのでご注意くださ
い）。欧米の飲食店では「ドギー・バッグ」と呼ばれる残
した食べ物を持ち帰る箱や袋が用意されているのが一般的
になています。近年は、日本でもそうした取組を実施して
いる地域や飲食店が徐々に増えていることを紹介しまし
た。

〔ドギーバッグ普及委員会〕外食時での食べ残しを防ぐために (5月号のつづき)

名古屋市の「食品ロス」への取組み 「フード ドライブ」


